
古
典
文
法
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

長
文
課
題 

品
詞
分
解
と
現
代
語
訳 

大
問
十
四
（
出
典
：『
更
級
日
記
』） 

◎
品
詞
分
解
（
名
詞
は
基
本
的
に
非
表
示
。
非
活
用
語
は
基
本
的
に
初
出
の
み
。
同
色
の
助
詞
は
同
内
容
を
示
す
。） 

帝
、
后
、
皇
女
失
せ

サ
下
二
・
用

た
ま
ひ

尊
（
作→

女
）

ぬ
完
了
・
終

と

思

し

尊
（
作→

帝
、
后
）

惑
ひ

ハ
四
・
用

、
求
め

マ
下
二
・
用

た

ま

ふ

尊
（
作→

帝
、
后
）

に

接
助
（
偶
然
）

、「
武
蔵

の

格
助
（
体
修
）

国

の

格
助
（
体
修
）

衛
士
の
男
な
む

係

助

、
い
と

副

香
ば
し
き

シ

ク

・

体

物
を格

助

首
に格

助

引
き

カ
四
・
用

か
け

カ
下
二
・
用

て接
助

、
飛
ぶ

バ
四
・
体

や
う
に
逃
げ

ガ
下
二
・
用

け
る

過
去
・
体

」
と格

助

申

し

謙
（
作→

帝
、
后
）

出
で

ダ
下
二
・
用

て
、
こ
の
男
を
尋
ぬ
る

ナ

下

二
・

体

に

接
助
（
逆
確
）

な
か
り

ク

・

用

け
り

過
去
・
終

。

論
な
く

ク

・

用

も
と
の
国
に
こ
そ

係

助

行
く

カ
四
・
終

ら

め

現
在
推
量
・
已

と
、
公
よ
り

格

助

使
ひ
下
り

ラ
四
・
用

て
追
ふ

ハ
四
・
体

に

接
助
（
逆
確
）

、
勢
多
の
橋
毀
れ

ラ
下
二
・
用

て
え副

行
き

カ
四
・
用

や
ら

ラ
四
・
未

ず
打
消
・
終

。
三
月
と
い
ふ

ハ
四
・
体

に
武
蔵
の
国
に
行
き

カ
四
・
用

着
き

カ
四
・
用

て
、
こ
の
男
を
尋
ぬ
る

ナ

下

二
・

体

に

接
助
（
偶
然
）

、
こ
の
皇
女
、
公
使
ひ
を
召

し

尊
（
作→

女
）

て
、「
我
さ
る

ラ
変
・
体

べ
き

当
然
・
体

に
断
定
・
用

や係
助

あ
り

ラ
変
・
用

け

む

過
去
原
因
・
体

、

こ
の
男
の
家
ゆ
か
し
く

シ

ク

・

用

て
、

率
ワ
上
一
・
用

て
行
け

カ
四
・
命

と
言
ひ

ハ
四
・
用

し
か

過
去
・
已

ば

接
助
（
順
確
）

率
ワ
上
一
・
用

て

来
カ
変
・
用

た
り

完
了
・
終

。
い
み
じ
く

シ

ク

・

用

こ
こ
あ
り

ラ
変
・
用

よ
く

ク

・

用

お
ぼ
ゆ

ヤ

下

二
・

終

。
こ
の
男

罪
し

サ
変
・
用

凌
ぜ

サ
変
・
未

ら
れ

受
身
・
未

ば

接
助
（
順
仮
）

、
我
は係

助

い
か
で

副

あ
れ

ラ
変
・
命

と
。
こ
れ
も係

助

前
の
世
に
こ
の
国
に
跡
を
垂
る

ラ
下
二
・
終

べ
き

当
然
・
体

宿
世
こ
そ

係

助

あ
り

ラ
変
・
用

け

め

過
去
推
量
・
已

。
は
や

副

帰
り

ラ
四
・
用

て
公
に
こ
の
由
を
奏
せ
よ

尊
（
女→

帝
）

」
と
仰

せ

尊
（
作→

女
）

ら

れ

尊
（
作→

女
）

け
れ

過
去
・
已

ば

接
助
（
順
確
）

、
言
は

ハ
四
・
未

む
婉
曲
・
体

方
な
く

ク

・

用

て
、
上
り

ラ
四
・
用

て
、
帝
に
「
か
く

副

な
む

係

助

あ
り

ラ
変
・
用

つ
る

完
了
・
体

」
と
奏

し

尊
（
作→

帝
）

け
れ

過
去
・
已

ば

接
助
（
順
確
）

、
「
い
ふ
か
ひ
な
し

ク

・

終

。
そ
の
男
を
罪
し

サ
変
・
用

て
も係

助

（
※
１
）
、
今
は係

助

こ
の
宮
を
取
り

ラ
四
・
用

返
し

サ
四
・
用

都
に
帰
し

サ
四
・
用

奉

る

謙
（
帝→

女
）

べ
き

可
能
・
体

に
断
定
・
用

も係
助

あ
ら

ラ
変
・
未

ず
打
消
・
終

。
竹
芝
の
男
に
、
生
け

カ
四
・
已

ら
存
続
・
未

む
婉
曲
・
体

世
の
限
り
、
武
蔵
の
国
を
預
け

カ
下
二
・
用

取
ら
せ

サ

下

二
・

用

て
、
公
事
も係

助

な
さ

サ
四
・
未

せ
使
役
・
未

じ

打
消
意
志
・
終

。
た
だ

副

、
宮
に
そ
の

国
を
預
け

カ
下
二
・
用

奉
ら
せ

謙
（
帝→

女
）

た
ま
ふ

尊
（
帝→

帝
）

」
由
の
宣
旨
下
り

ラ
四
・
用

に
完
了
・
用

け
れ

過
去
・
已

ば

接
助
（
順
確
）

、
こ
の
家
を
内
裏
の
如
く

比
況
・
用

造
り

ラ
四
・
用

て
、
住
ま

マ
四
・
未

せ
使
役
・
用

奉

り

謙
（
作→

女
）

け
る

過
去
・
体

家
を
、

宮
な
ど

副

助

失
せ

サ
下
二
・
用

た
ま
ひ

尊
（
作→

女
）

に
完
了
・
用

け
れ

過
去
・
已

ば

接
助
（
順
確
）

、
寺
に
な
し

サ
四
・
用

た
る

完
了
・
体

を
、
竹
芝
寺
と
い
ふ

ハ
四
・
体

な
り

断
定
・
終

。 

※
１
：
テ
キ
ス
ト
の
掲
載
範
囲
は
、
帝
の
台
詞
の
一
部
で
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
文
末
ま
で
延
長
し
て
記
述
し
た
。 

 

◎
現
代
語
訳
（→

『
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ノ
ー
ト
３
０ 

古
典
文
法
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
参
照
） 

帝
と
后
は
、
皇
女
が
い
な
く
な
ら
れ
た
と
ご
心
配
に
な
り
、
お
探
し
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、「
武
蔵
の
国
の
衛
士
の
男
が
、
た
い
そ
う

い
い
香
り
の
す
る
物
を
首
に
ひ
き
か
け
（
＝
皇
女
自
体
を
担
ぎ
上
げ
）
て
、
飛
ぶ
よ
う
に
逃
げ
て
い
き
ま
し
た
」
と
申
し
出
る
の
で
、

こ
の
男
を
捜
し
た
が
、
い
な
か
っ
た
。
論
じ
る
ま
で
も
な
く
故
郷
へ
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
、
朝
廷
よ
り
使
が
（
武
蔵
国
へ
）
下

っ
て
追
う
と
、
勢
多
の
橋
が
壊
れ
て
渡
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
三
か
月
か
か
っ
て
使
は
武
蔵
国
に
行
き
つ
い
て
、
こ
の
男
を
探
す
と
、

こ
の
皇
女
が
、
朝
廷
の
使
を
お
呼
び
に
な
っ
て
、「
私
は
そ
う
な
る
は
ず
の
運
命
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
男
の
家
が
見
た
く

て
、
連
れ
て
い
け
と
言
っ
た
の
で
（
男
は
私
を
）
連
れ
て
き
た
。
た
い
そ
う
こ
こ
は
居
心
地
よ
い
場
所
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
男
を
罰

し
鞭
打
つ
な
ら
ば
、
私
は
ど
の
よ
う
で
あ
れ
と
（
い
う
の
か
）。
こ
れ
も
前
世
か
ら
の
こ
の
国
に
子
孫
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
因

縁
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
早
く
都
に
帰
っ
て
帝
に
こ
の
事
情
を
奏
上
せ
よ
」
と
仰
っ
た
の
で
、（
蔵
人
は
）
ど
う
し
よ
う
も
な
く
て
、

（
ふ
た
た
び
都
へ
）
上
っ
て
、
帝
に
「
こ
う
こ
う
で
し
た
」
と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、「
仕
方
な
い
。
そ
の
男
を
罰
し
て
も
（
※
１
）、

今
は
こ
の
皇
女
を
と
り
返
し
て
都
に
帰
す
こ
と
は
で
き
な
い
。（
そ
の
）
竹
芝
の
男
に
、
生
き
て
い
る
限
り
、
武
蔵
の
国
を
預
け
と
ら

せ
て
、
租
税
・
労
役
も
さ
せ
ま
い
。
無
条
件
に
、
姫
宮
に
そ
の
国
を
お
預
け
申
し
上
げ
な
さ
る
」
と
い
う
宣
旨
が
下
っ
た
の
で
、（
男

は
）
こ
の
家
を
内
裏
の
よ
う
に
造
っ
て
、（
皇
女
を
）
住
ま
わ
せ
申
し
上
げ
た
家
を
、
皇
女
た
ち
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
寺

に
し
た
の
を
、
竹
芝
寺
と
い
う
の
で
あ
る
。 


